
燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普及のための
水素供給インフラ（水素ステーション）の整備

・さらなる低炭素に向けた水素供給ネットワークの検討

②業務用･家庭用部門における高性能・高機能

ガスシステムによる省エネ・低炭素化

・再生可能／未利用エネルギーとの融合

・エネルギーマネジメントの導入拡大

（HEMS・BEMSの導入・活用）

③輸送部門におけるエネルギーの多様化

・天然ガス自動車（ＮＧＶ）の普及拡大

新たなＣＮＧ大型トラックの普及展開

Ａ重油
＋

従来バーナ

天然ガス
への転換

１００

：ＣＯ2排出量（現状＝100）

４５

ﾊﾞｰﾅｰ等
高効率化

天然ガス

７５

高度化（省エネ）
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

燃料電池自動車

天然ガストラック

①産業部門における熱需要の天然ガス転換

（産業熱需要の現状天然ガス比率：10.7％）

・高度化（省エネ）エンジニアリングの展開

「天然ガス燃料転換促進センター」の活用

暖房

太陽熱
集熱パネル

熱交換器

温水冷水

ガス

吸収式冷温水機
（ソーラークーリング）

冷房 コージェネ

未利用熱

出典：トヨタ自動車HPより

図表２ 消費段階での都市ガスの貢献
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